
アサビ同窓会　166-0011 東京都杉並区梅里1-3-3　阿佐ヶ谷美術専門学校内

2012年度 第3回 常任幹事会議事録

●日時
2012年9月29日(土)
14:00～17:00

●場所
阿佐ヶ谷美術専門学校 521号教室

●委任欠席者
土橋洋一
三好耕之
藤川正美
勝山昌幸
富澤和治
輕込孝信
小高恭子

常任出席者　14名
委任欠席者　  7名
(常任幹事21／25名　定足数成立)

●議事進行：松岡和彦

●議事録
書記：臼木菜穂　　　　　　　　　　
　
校正・制作・文責：
秋元圭一・大村政幸

■議題
1　堀商店のショーウィンドウについて
2　第11回アサビブリッジセミナー
　   について
3　総会＆パーティ2012について
4　その他・意見交換

●出席者　　　　　　
秋元圭一［会　長］
日野　高［副会長］
甲斐光省［副会長］
西田一成［常　任］
渡部征明［常　任］
桜井裕美［常　任］
大村政幸［常　任］
浜村圭一［常　任］
松岡和彦［常　任］
白石龍子［常　任］
小山　弘［常　任］
永吉昭浩［常　任］
大野美菜子［常　任］
山田直毅［常　任］

◆はじめに
秋元会長より挨拶の後、事務局大村氏から前回議事録について承認されたと報告があった。

■議題 1　堀商店のショーウィンドウについて
秋元会長から、堀商店と学校との契約状況や、学校との打合せ内容の報告があり、意見が交わされた。
　堀商店側は契約書に不慮の事故や盗難や自然災害による破損などの場合、一切弁済しないという
ことがはっきりとうたわれており、責任の所在を明記している。使用料を取るとか同窓会や作品展示者
に負担がかかるようなことはうたわれていない。
　海老沢先生、加藤先生、中村先生と8月に打合せ、どんな形であれ同窓会が運営に関わり、同窓生
の間に情報をを広げて欲しいという話だった。すぐには動けないことを伝え、これからの 1～2回は同
窓会会員でもある講師の小沢先生に人選の面で協力していただいてはどうかという提案があり、私か
らも小沢先生に協力をお願いした。その後、小沢先生から、若い人たちの場合作品の搬入搬出の費用
はどう考えたらよいかと質問があり、同窓会で話してみないと確約はできないが、事務局費などでま
かなえる金額であれば交通費などで 1 人 5 千円から 1 万円ぐらいの負担や補助をしていきたいと返
事をした（次年度には予算化の提案をしたい）。10月1日の入れ替えでは、小沢先生ご本人とパリコ
（坂川真利子）さんが作品を展示する予定。平日の 17 時半以降の 2 時間程で搬入と搬出を行わない
といけないので、実際どういう手順になるか見ておきたい。当日は参加できる方々で下見と手伝いを
通して確認をしておきたい。入れ替え1ヶ月前には候補者を決めて堀商店側に伝え、進めている。
　来年の 6 月までは学校と堀商店との契約になっているが、来年の契約では阿佐ヶ谷美術専門学校
と同窓会を併記する可能性もある。今年度は予算立てしていないので、必要な場合は事務局の予備
費などから出す。学校では予算立てしてあったようだが、実状はわからない。同窓会で運営するために
は予算立てが必要で、経費は一律で明文化しておきたい。
　イラストから立体物まで展示可能だが、スペースに収める際に大きさの制限がある。 作品のジャン
ルは何でもいいが、堀商店のショーウィンドウにふさわしいものが望ましい。
　「誰にメリットがあるか」という質問に秋元会長は「自分の作品を2ヶ月間無料で展示できるという
点で、出展する人にメリットがあるのでは」と答えた。また、運営に係った後に、あまりに経費が膨らん
で手に負えなくなるのではという懸念に対し、渡部氏から｢経緯としては、海老沢先生が堀商店と仕事
上の関わりがあり、ショーウィンドウが空いているので使ってはどうかと学校に話があった。堀商店とし
ては誰の展示でもよいわけだが、よい場所に無料で展示できるスペースがあるので、学校としては継
続したいと思い、これまで卒業生の作品などを展示してきた。実際に作品が売れたケースもある。年末
年始のためにオリジナル作品を作成した時、一番お金がかかったが、平均的にはそれほど経費はか
かっていない。出費があるとすれば、担当者の交通費、遅くまで時間がかかった時の食事代、キャプシ
ョンなどの制作費くらいかと思う｣と説明があり、秋元会長は「出費内容は私も同じように思っていて、
年 6回として10 万円くらいの企画と想定している」と述べた。
　他に「2ヶ月間の展示に対し場所代が無料ということで、搬入・搬出費が持ち出しでも応募者は多
いと思う。担当者の交通費は別としても、出展者への補助は必要ないのではないだろうか」「キュー
レーションの部分に気を配っていかないといけない。同窓会と堀商店の立場を考えないといけないの
で、担当者は大変だと思う」「キューレーターを募集する手もあるのでは」などの意見が出た。
　秋元会長は「堀商店のことは、今後、学校と協力しながら同窓会で運営する方向で考えていきたい」
と述べ、10月1日の搬入搬出への見学参加を皆に求めた。
※総会＆パーティの中で、堀商店の展示スペースに関する出展者募集のアナウンスをする予定。

■議題 2　第 11 回アサビブリッジセミナーについて
　担当の浜村氏より、2012 年 10月28日（日）に、イラストレーターの寺田克也氏を講師として招き、
422 号教室にてセミナーを開催との決定事項の報告があった。
　当日司会担当の松岡氏が「寺田氏と連絡をとっており、寺田氏が多忙な為会って打ち合わせは難し
いが、講演会の内容は既に決まっているタイトルに沿って進めて行く。学校の広報の方で、高校等に講
演会の告知を行っている。昨年の問題点として、受付に長蛇の列ができて整理ができなかった。何人
来るかまだ見込めないが、その点を改善して混乱させないようにしたい」と述べた。
　西田氏は「今回は同窓生、在校生、その他の種別からの応募者を通し番号としてあるが、入場は先
着順となる」との予定を告げ「お手すきの方はお手伝いをよろしくお願いします」と述べた。

■議題 3　総会＆パーティ2012について
開催準備の為の意見交換がなされた。（ここでは決定事項を主に記載）
★日時：2012 年 11月10日（土）
★会場：浜松町　シーバンスホール
　9/18 会合にて1時間前倒し承諾（17 時開始に）。 10月中旬に現場確認
★テーマ『こんどは浜まっちょ！  ～浜松町で逢いましょう～』
★3,200 名強の会員に案内（同窓会ニュース）を9月28日郵送。
★ご招待と教職員の方には一文を添え、170 名強に案内を9月29日郵送。
★10/25 はがき・ＷＥＢ受付、締切り。
★ケータリング会社への連絡（永吉）。  参加人数の報告予定日：10/27・11/1・11/7
　150 人で発注済。 増えるのはよいが減らすのは難しいとのこと。
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アサビ同窓会　166-0011 東京都杉並区梅里1-3-3　阿佐ヶ谷美術専門学校内

2012年度 第3回 常任幹事会議事録 ★出欠
・返信ハガキ・学校に到着→小山回収
・ＷＥＢ受付・大村集計→小山へ送信
・ハガキとＷＥＢを集計→総会時公表（当日分は除く）
★担当
・実行委員長／秋元・永吉
・景品／秋元
・案内／西田
・受付／小山・桜井・大野・小高・小山優子・学生アルバイト４、５名
・司会進行／浜村・白石
・クローク／永吉・学生アルバイト３名
・記録／大村・三好・学生アルバイト（手の空いた方）
・外での案内／学生アルバイト３名（終了後、館内に合流）
・映像・音響／松岡
・照明／ホールの方とプラン要検討。
・会計／小山・白石
・サイン・展示案内・展示物のプリントアウト／渡部・秋元
・名札制作／小山
・松岡・渡部：荷物用に車の提供が可能
★総会
特別報告は今回無し。
加藤先生の妹さん、西村氏、小竹氏の奥様へは招待状を発送。
★アサビアワード・２名表彰　（盾制作：東江誉氏・S62 卒）
・宇野文雄 (ウノカマキリ) 氏・S41ヴィジュアルデザイン科卒
・松本隆応氏・H18 視覚デザイン科卒
松岡氏からの「アサビアワードをあげるのは、同窓会からのメッセージという事もある。その人が同窓
会の活動方針とマッチしている活動をしているという事を表現したい。例えば松本さんは、震災という
大きな出来事の中で、アサビで学んだ事でデザイナーになり、デザイナーとして何ができるかと考え、
行った事が社会的に認知され、評価された。アサビで学んだ人が活躍した、という事を称えたい。同じ
同窓生として誇りと感じる。宇野氏も長年の活動と共に、協会を作ったり後身を育成したり、様々な賞
を受け、社会的に評価されている。そういうメッセージ性も必要と思う」との意見に一同賛成した。
★ステージの形：要検討／前日に会場の方が用意してくれる／スライド上映を基本に考える／プロ
ジェクター置き場が必要／ケーブルは養生テープなどで止める。
★学生の卒業制作をスライドで流すなどのアイディアが出ており、他にアイディアがあれば、秋元会長
か、永吉氏へ連絡。
★展示
○展示スペース：受付パーティションの裏に貼る・テーブルを用意し品物等を置く／会場前方横に
も展示可能／三角コーナーは歓談用に生かしたい／会場側面（鏡）空間があると寄りかかる人もいる
と思うので、ケータリングと提供物で埋めておきたい。／映像で見せる手もあるが、常に流れているわ
けではないので、見損なう場合がある。
○片付けの時間が短いので、回収を考え、捨てられるパネルを使用したい。
○展示素材：学校風景・あさしん・同窓生、同窓会からのプレゼント
○同窓生からの提供品
　・白石氏：知り合い 2名に確認済：生活雑貨・陶器。量の調整が必要。
○同窓会からの景品予算は 15 ～ 20 万円
○数が増えすぎると時間がかかり、スペースも必要。
○10月末までには確定してキャプションづくり。

■議題 4　その他・意見交換
特になし

次回日程：2012/11/3（土）13:00 ～ 17:00 の間で約 3時間（新宿等のレンタルスペース予約）、
総会準備会議を行う事を確認して議会は閉会した。
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